
更生保護講演会のご案内

更生保護法人 日本更生保護協会

当協会では、処遇者として必要な知識や技能を体得していただくための更生保護講座を

開講しています。この度、「出前講座」第４弾として、大阪で開催します！

【講 師】 宮本 信也 氏 白百合女子大学教授・小児科医

親と子どもの愛着形成が阻害される背景にはいろいろなものがあり、最も深刻
なものは子ども虐待です。子ども虐待までいかなくても、親と子どもの物理的距
離や心理的距離の拡大が持続する状況は、愛着形成を不安定にしがちです。
また、過剰な教育の強制など、子どもの教育と関連した不適切な行為も愛着に
悪影響を与えることがあり、注意が必要です。
愛着は、子どもの安心感・安全感と密接に関連します。そのため、愛着形成が
障害された状態は、情緒の不安定さや自分や他者に対する攻撃性など、子ども
のさまざまなこころの問題と関連することになります。
愛着障害が、子どものこころと行動に与える影響についてお話しします。

「親と子の愛着形成－愛着障害がこころと行動に与える影響－」

【会 場】 ホテルプリムローズ大阪
〒５４０－０００８ 大阪市中央区大手前３－１－４３
＊会場までの交通費等は自己負担です。

【定 員】 ２００名 （先着順）

【申込方法】 裏面の申込書にご記入の上、ＦＡＸまたは、郵送にて
お申し込みください。
＊参加者には申込受付後、受付はがきを郵送します。

【申 込 先】 〒１５１－００５１
東京都渋谷区千駄ヶ谷５－１０－９
更生保護法人 日本更生保護協会 宛
☎ ０３－３３５６－５７２１ / ＦＡＸ ０３－３３５６－７６１０

令和２年２月１３日（木） 午後１時～午後３時３０分（受付 午後０時３０分）

筑波大学心身障害学系助教授、教授、附属聴覚特別支援学校校長、附属特別支援教育研
究センター長、副学長を経て平成30年４月より現職。
『保護観察のための発達障害処遇ハンドブック』『保護司のための発達障害Ｑ＆Ａ』監修

参加
無料



ふりがな
参加者氏名
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

住 所 〒

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

電 話 ＦＡＸ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊該当するものに○をつけてください。

保護司 ・ 更生保護施設職員 ・ 更生保護女性会員 ・ ＢＢＳ会員

委員会、観察所職員 ・ その他（ ）

【会 場】 ホテルプリムローズ大阪 ２階 鳳凰
〒５４０－０００８ 大阪市中央区大手前３－１－４３

地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅下車

１Ｂ出口より徒歩約１分（パスポートセンター２Ｆ）

年 月 日

（お知らせいただいた個人情報は、講演会参加申込み受付の目的のみに使用します。）

令和２年２月１３日（木）午後１時～午後３時３０分
「親と子の愛着形成－愛着障害がこころと行動に与える影響－ 」

講演会 参加申込書

☆


